
81

ぱれっと
男女が対等なパートナーとして、尊重しあい支えあう。

一人ひとりの個性と能力が発揮できる。仕事も子育ても楽しめる。
　　　そんな誰もがいきいき暮らせる男女共同参画社会の実現に向けて、

身近なことからチャレンジしてみませんか。

男
共 参 情 紙女

同
画 報

vol.
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特集／「男女共同参画社会」って、どんな社会？

　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
種
講
座
の
開
催
、

女
性
の
た
め
の
相
談
、
学
習
支
援
な
ど
の

た
め
の
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス（
ほ
っ
と
タ
イ

ム
サ
ー
ビ
ス
）な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
開
館
時
間

　
　

月
曜
～
土
曜
日
／
９
時
～
19
時

　
　
　
　
　

日
曜
日
／
９
時
～
17
時

◇
休
館
日

　
　

年
末
年
始（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）、

　
　

毎
月
第
１
火
曜
日（
館
内
点
検
日
）

♥
ほ
っ
と
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
♥

　
学
習
支
援
・
就
労
支
援
の
無
料
託
児

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル

内
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
館
・
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
及
び
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
て
学
習
す
る
方
、
ま
た
、

八
王
子
し
ご
と
情
報
館
で
仕
事
探
し
を
す

る
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

◇
対
象　

１
～
６
歳
の
未
就
学
児

◇
利
用
時
間

　
　

水
・
金
・
土
曜
日
／
９
時
～
12
時

　
　

火
・
木
曜
日
／
13
時
～
17
時

◇
利
用
方
法

　
　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
登

録
し
た
後
、
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
で
、

利
用
日
の
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

審
議
会
等
委
員
へ
の
女
性
の
参
画
に
つ

い
て
は
、
18
年
度
の
36
．８
％
、
19
年
度
は

36
．１
％
と
ほ
ぼ
横
ば
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

審
議
会
で
は
ま
だ
、
女
性
委
員
数
が
０
と

い
う
と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
市
民

と
し
て
男
性
も
女
性
も
同
じ
よ
う
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
の
に
、
行
政
の

方
針
を
決
定
す
る
審
議
会
に
女
性
が
一
人

も
い
な
い
の
は
と
て
も
残
念
な
こ
と
で
す
。

　

女
性
の
声
を
市
政
に
活
か
す
た
め
に
は
、

女
性
の
参
画
が
必
要
で
す
。
今
後
も
積
極

的
に
女
性
委
員
の
登
用
を
進
め
る
努
力
を

し
て
い
き
ま
す
。

情 報
コーナー

発行日◆平成21年１月15日　編集◆男女共同参画都市 八王子市 市民活動推進部男女共同参画課 〒192-0082 八王子市東町５−６ 
クリエイトホール８F ☎042-648-2230　http://www.city.hachioji.tokyo.jp/shiminkatudo/danjokyodo/index.html

八
王
子
市
の
行
政
審
議
会
等

委
員
へ
の
女
性
の
参
画
状
況

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

ご意見・ご感
想 は、 男 女 共 同
参画センターまで
お寄せください。

★電話・FAX★
TEL）042-648-2230
FAX） 042-644-3910

★メール★
b050900@city.

hachioji.tokyo.jp

区分 17年 割合 18年 割合 19年 割合

審
議
会

等
数 86

88.4

81

86.4

76

84.2（
内
女
性
を

含
む
数
）

76 70 64

審
議
会

委
員
数

1,336

36.0

1,317

36,8

1,269

36.1
（
内
女
性

委
員
数
）

481 485 458

女性の参画状況推移　

※数値は各年度末

夫婦・家族間の悩み事、生き方や人間関係などの悩み、
妊娠・出産・更年期などの女性特有の不安、女性の人権に
かかわる法律や裁判の相談に、専門の相談員が応じます。

★専門相談・カウンセリング［要予約］

★電話相談［年末年始を除く］

★保健相談［要予約］

★弁護士相談［要予約］

★専門相談・カウンセリング★

女性の専門相談員や心理カウンセラーが応じます。

女性の抱えるさまざまな悩みや問題について、男女
共同参画センターの相談員がお話をうかがいます。

午前 水・土曜日 午前9時〜正午 心理カウンセラー 45分

午後 木曜日 午後1時〜午後4時 専門相談員 30分

夜間 第 2 木曜日
第 4 月曜日 午後5時〜午後8時 心理カウンセラー 45分

第 3 金曜日 午前9時30分〜午前11時30分 保健師 30分

第 4 土曜日 午後2時〜午後5時 弁護士 30分

月〜土曜日 午前9時〜午後7時 相談担当職員

お問い合わせは
相談専用電話

☎042-648-2234
相談は無料です。お気軽にどうぞ。

個人の秘密やプライバシーは固く守ります。

女性のための
相談

DVホットライン八王子
女性のための電話相談

☎042-648-9580
毎週月曜日／午前9時〜 12時

名乗らなくてもかまいません。秘密は厳守します。

家事も子育ても
協力しながら

可能性に
  チャレンジ！

いくつに
なっても
いきいき

ボランティア
初参加！
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特集／「男女共同参画社会」って、どんな社会？

　

若
い
世
代
を
中
心
に「
家
事
も
子
育
て
も
共
に

担
っ
て
い
き
た
い
」と
い
う
人
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

実
際
は
女
性
が
担
っ
て
い
る
割
合
が
多
い
の
が
現
状

で
す
。

　

そ
の
一
つ
に
は
、「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」と
い

う
性
別
役
割
分
担
意
識
が
あ
る
か
ら
で
す
。
八
王
子

市
の「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
・
実
態

調
査
」（
平
成
19
年
度
）で
も
、
性
別
役
割
分
担
意
識

を
肯
定
す
る
人
が
約
６
割
と
、
否
定
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
共
働
き
家
庭
は
年
々
増
え
て
い
ま

す（
デ
ー
タ
A
）。「
男
女
共
同
参
画
白
書
」（
平
成
19

年
、
デ
ー
タ
B
）で
は
、
共
働
き
夫
婦
の「
家
事
・
育
児
・

介
護
等
」の
合
計
時
間
は
、
夫
が
33
分
で
あ
る
の
に

対
し
、
妻
が
３
時
間
25
分
と
、
女
性
の
負
担
が
大
き

い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
前
出
の
調
査
に
よ
る
と
、
５
歳
未
満
児
の

い
る
夫
の
育
児
時
間
は
、
わ
ず
か
30
分
で
す
。
国
際

的
に
み
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
１
時
間
30
分
、
ド
イ
ツ
１

時
間
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
１
時
間
12
分
な
ど
と
比
べ
て

か
な
り
少
な
い
の
で
す
。
背
景
に
は
、
家
事
・
育
児

は
女
性
の
役
目
と
す
る
分
担
意
識
が
あ
る
だ
け
で
な

く
、
男
性
の
長
時
間
労
働
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
男
性
は
、
家
事
・
育
児
に
か
か
わ
り
た

く
て
も
そ
の
時
間
が
も
て
な
い
の
で
す
。

　

共
に
支
え
あ
っ
て
こ
そ
、
充
実
し
た
家
庭
を
築
け

る
も
の
。
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
を
な
く
し
、

仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
働
き
方
を
実
現

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

社
会
に
出
た
ら
、
自
分
の
力
を
発
揮
し
て
働
き
た

い
。
そ
ん
な
希
望
を
も
っ
て
就
職
し
て
も
、
職
場
で

は
男
女
の
差
が
み
ら
れ
ま
す
。 

　

一
つ
は
、
結
婚
や
子
育
て
が
き
っ
か
け
で
、
仕
事

を
や
め
ざ
る
を
得
な
い
女
性
が
多
い
の
で
す
。
女
性

の
雇
用
形
態
を
み
る
と
、
子
育
て
期
に
あ
た
る
30
代

以
降
は
、
正
社
員
の
割
合
が
下
が
り
、
パ
ー
ト
や
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
の
非
正
規
雇
用
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
て
、
40
歳
以
降
は
正
社
員
を
上
回
っ
て
い
ま
す

（
総
務
省「
労
働
力
調
査
」平
成
19
年
、
デ
ー
タ
C
）。 

　

非
正
規
雇
用
は
仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
や
す
い
反

面
、
賃
金
が
低
く
、
身
分
も
不
安
定
で
、
キ
ャ
リ
ア

を
積
む
こ
と
も
難
し
い
。
ま
た
、
正
社
員
と
し
て
再

就
職
し
た
く
て
も
、
現
状
で
は
厳
し
い
の
で
す
。
で

き
る
な
ら
、
正
社
員
と
し
て
仕
事
を
続
け
た
か
っ
た

と
い
う
女
性
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　

男
女
の
差
は
、
賃
金
や
昇
進
・
昇
格
な
ど
に
も
み

ら
れ
ま
す
。
男
性
一
般
労
働
者
の
所
定
内
給
料（
１
ヶ

月
当
た
り
）を
１
０
０
と
し
た
場
合
、
女
性
一
般
労

働
者
は
66
．９
で
す（
厚
生
労
働
省「
賃
金
構
造
基
本

統
計
調
査
」 

平
成
19
年
）。
ま
た
、
管
理
職
の
多
く

が
男
性
で
、
係
長
相
当
職
で
も
女
性
は
１
割
強
し
か

い
ま
せ
ん（
デ
ー
タ
D
）。 

さ
ら
に
、
平
成
18
年
度
に

都
道
府
県
労
働
局
雇
用
均
等
室
に
寄
せ
ら
れ
た
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
件
数
は
１
万
件

を
超
え
、
そ
の
う
ち
女
性
か
ら
の
相
談
が
７
割
を
占

め
ま
す
。
女
性
を
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
み
な

さ
な
い
職
場
風
土
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

　

男
女
が
共
に
活
躍
し
、
い
き
い
き
働
け
る
職
場
に

し
て
い
く
に
は
、
企
業
が
女
性
の
能
力
を
発
揮
す
る

機
会
を
つ
く
る
こ
と
、
ま
た
女
性
も
積
極
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
が
大
切
で
す
。

共働き世帯が主流に／かつては「サラリーマンと専業主婦世帯」が
主流で、「共働き世帯」は614万世帯しかなかった。しかし、平成
４年には逆転、19年には 1,013万世帯となり、現在も増加傾向に。

少ない女性の自由時間／共働き世帯のうち、妻の週間就業時間が35
時間以上の世帯では、妻の「家事・ 育児・介護等」時間が多い分「自由
時間」は少なく、夫の５時間１分に対し、妻は４時間３分となっている。

子育て期以降、女性はパート・アルバイトで働く／子育て期の30
代以降、パート・アルバイト率が高くなり、その後も割合が高いのは、
中途採用ではなかなか正社員の職に就けない現状が関係している。

デ
ー
タ
に
見
る

男
女
共
同
参
画
の
現
状

自
分
の
力
を
発
揮
し
て
働
き
た
い

出典：総務省「労働力調査」（平成19年平均）

派遣社員その他

パート・アルバイト

正規の職員・従業員
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以
上

夫

妻

共働き世帯のうち、妻の週間就業時間が35時間以上の世帯について

出典：「男女共同参画白書」（平成19年）

10時間06分 5時間01分8時間19分

9時間55分 4時間03分6時間36分 3時間25分

33分

睡眠・食事等 仕事・通勤等

家事・育児・介護等 自由時間（第３次活動時間）

出典：「男女共同参画白書」（平成19年）
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700
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900

1,000

1,100

1,200
（万世帯）

男性雇用者と無業の妻からなる世帯
雇用者の共働き世帯

［データ●A］共働き世帯数の推移［データ●B］夫婦の生活時間［データ●C］女性の雇用形態の内訳別年齢階級別雇用者割合

職場
編

働
き
続
け
ら
れ
な
い
女
性

男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
？

男
性
も
子
育
て
し
た
い

男
女
が
対
等
に
働
け
る
職
場

支
え
あ
っ
て

い
き
い
き
暮
ら
す

家庭
編

なぜ、男女共同参画が必要なの？
これまで私たちの社会には「男性は生活を支えるもの」「女性は家庭を守るもの」という考え方がありました。そのため、男性は働くことが中心で、家事をしたり、子育てをするなど、家庭生活にかかわる余裕がありませんでした。一方、女性は自分のやりたい仕事に就いても、結婚や子育てのために仕事を続けられず、 社会で自分の力を発揮する機会がなかなかありませんでした。　また、少子高齢社会の日本では、家庭・職場・地域などの様々な分野に男女が共に参画し、支えあっていかなければなりません。そこで、男女が共に支えあい、様々な分野で個性と能力を発揮できる「男女共同参画社会」の実現が求められているのです。
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特集／「男女共同参画社会」って、どんな社会？

　

ま
ち
づ
く
り
に
は
、
住
民
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
は
様
々
な
立
場
の
人
が
参
加
で
き
る
よ

う
、
イ
ベ
ン
ト
や
会
合
な
ど
を
開
催
す
る
曜
日
や
時

間
を
、
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
は
男
性
が
主
で
、

女
性
は
わ
ず
か
で
す
。
一
つ
に
は
、「
責
任
の
あ
る

役
職
は
男
性
の
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
」「
女
性
が
男
性

の
上
に
立
つ
の
は
気
が
引
け
る
」な
ど
の
意
識
が
あ

る
か
ら
で
す
。
そ
の
役
職
に
適
任
か
ど
う
か
は
、
性

別
で
は
な
く
、
個
人
の
適
正
や
能
力
に
よ
っ
て
判
断

さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
を
築
い
て

い
く
に
は
、
男
女
両
方
の
意
見
が
必
要
で
す
。
女
性

も
社
会
の
一
員
と
し
て
、
物
事
を
決
定
す
る
場
に
積

極
的
に
参
画
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

仕
事
一
筋
に
生
き
て
き
た
人
に
と
っ
て
、
地
域
は

馴
染
み
の
う
す
い
場
所
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

第
二
の
人
生
を
い
き
い
き
過
ご
す
に
は
、
地
域
で
の

交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
サ
ー
ク
ル
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
仕
事
以
外
の
新
し
い
人
と
の
出
会
い
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
経
験
が
得
ら
れ
る
は
ず

で
す（
デ
ー
タ
E
）。

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」と
い
う
と
、
と
て
も
堅
苦

し
く
て
、
身
近
な
こ
と
と
し
て
感
じ
ら
れ
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
分
を
変
え
る
の
も
、
社

会
を
変
え
る
の
も
、
私
た
ち
自
身
。
そ
の
実
現
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
一
歩
か
ら
始
ま
る
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
慣
習
や
生
き
方
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
踏

み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

家
事
や
子
育
て
を
担
い
た
い
と
思
っ
て
い
て

も
、
働
い
て
い
る
以
上
、
家
庭
に
か
か
わ
る

時
間
は
限
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、「
八
王
子
市
子
育

て
応
援
企
業
」で
あ
る
当
社
で
は
、
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
、「
ホ
ー
ム
ホ
リ
デ
ー
制

度
」を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
家
族
と
の
時
間

を
持
つ
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
３
か
月
に
１
日
の
有

給
休
暇
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
、
２
０
０
７
年
度
は

約
１
万
２
０
０
０
人
の
社
員
が
取
得
し
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
、
妻
の
誕
生
日
、
子
ど
も
の
参
観
日
や
運
動

会
な
ど
、
家
族
の
た
め
の
休
暇
と
し
て
利
用
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
私
は
ふ
だ
ん
で
き
な
い
家
事
を
す
る

た
め
に
利
用
し
ま
し
た
。
わ
ず
か
な
時
間
で
も
妻
は

「
助
か
る
」と
言
っ
て
く
れ
ま
す
し
、
子
ど
も
と
ふ
れ

あ
う
時
間
が
持
て
、私
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
出
産
時
に
男
性
社
員
が
５
日
間
休
暇

を
取
得
で
き
る「
ハ
ロ
ー
パ
パ
制
度
」、
最
大
３
年
間

取
れ
る「
育
児
休
業
制
度
」な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
誰

も
が
利
用
で
き
る
制
度
に
し
て
い
く
に
は
、
上
司
や

同
僚
の
理
解
は
も
ち
ろ
ん
、
休
暇
の
取
り
や
す
い
職

場
風
土
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

一
生
続
け
ら
れ
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
、
こ

の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
社
内
で
は
女
性
の

研
究
職
第
１
号
で
す
。
当
時
は
今
ほ
ど
女
性
が
活
躍

で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
前
例

が
な
か
っ
た
の
で
か
え
っ
て
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
し

て
働
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
基
礎
技
術
部

長
を
務
め
て
い
ま
す
。
長
い
間
勤
め
て
こ
ら
れ
た
の

は
、
こ
の
仕
事
で
生
活
し
て
い
く
と
い
う
強
い
決
意

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

女
性
の
社
会
進
出
が
進
ん
だ
一
方
、
子
育
て
の
た

め
に
仕
事
を
辞
め
る
女
性
も
み
ら
れ
ま
す
。
し
か
し

私
は
、
自
分
の
た
め
に
も
子
ど
も
の
た
め
に
も
働
き

続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
子
は
超
未
熟
児

で
し
た
が
、
主
治
医
の
先
生
は
、
私
に
仕
事
を
続
け

る
こ
と
を
勧
め
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
う
が
過
保

護
に
な
ら
ず
丈
夫
に
育
つ
か
ら
で
、
お
か
げ
様
で
今

で
は
１
日
も
休
ま
ず
元
気
に
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
は
生
き
る
源
で
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の

一
歩
は
、
自
分
の
た
め
に
働
き
続
け
る
こ
と
。
自
分

が
働
く
こ
と
で
社
会
に
貢
献
す
る
ん
だ
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
働
い
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

子
ど
も
た
ち
を
地
域
ぐ
る
み
で
守
り
育
て
る
輪
を

広
げ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
青

少
対
地
区
委
員
会
会
長
、
主
任
児
童
委
員
な
ど
、
様
々

な
役
職
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
育
委
員
会

委
員
に
応
募
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
学
ん
だ

こ
と
を
活
か
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

女
性
の
場
合
、
学
校
や
地
域
の
活
動
に
参
加
さ
れ

活
躍
さ
れ
て
い
て
も
、
会
長
な
ど
の「
長
」の
役
と
な

る
と
、
遠
慮
さ
れ
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
私
も
初

め
は
、
自
分
に
務
ま
る
か
と
不
安
で
し
た
。
で
も
実

際
や
っ
て
み
る
と
、
人
と
の
出
会
い
も
増
え
、
自
分

の
世
界
も
広
が
り
、
よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
は
、
様
々
な
世
代
の
方
が
協
力
し
あ
い
助
け

あ
っ
て
築
か
れ
て
い
き
ま
す
。
活
動
の
輪
を
広
げ
る

に
は
、
地
域
に
お
い
て
も
男
性
と
女
性
の
両
方
の
視

点
が
必
要
で
す
。
気
負
わ
ず
、
み
な
さ
ん
に
支
え
て

い
た
だ
く
と
い
う
気
持
ち
で
取
り
組
め
ば
、
ど
な
た

で
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
声
を
か
け

ら
れ
た
と
き
は
、
よ
い
経
験
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
と

思
っ
て
、
ぜ
ひ
引
き
受
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
に
も
配
慮
し
た
働
き
方
が

で
き
る
職
場
環
境
を

地
域
に
も
男
女
の
視
点
が
必
要
。

勇
気
を
出
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

仕
事
は
生
き
る
源
。

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
働
く

参加率が低い地域活動／参加率は、「趣味・学習・スポーツ活動」
が最も多く、次いで自治会などの地縁活動が多い。また、「特にな
い」と答えた、活動に参加していない人も３割以上にのぼる。

働く女性が増えても管理職は男性／働く女性は増え、勤続年数も延び
ている。しかし、民間企業の管理職に占める女性の割合は、係長相当
で12.5 ％、課長相当で6.5％、部長相当で 4.1％と、極めて少ない。

み
ん
な
で
参
画
し
て
つ
く
る

　
　
　
　
　
　
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

趣味・学習・スポーツ活動

自治会・町内会・消防団などの地縁活動

福祉活動などのボランティア活動
PTA・子ども会の役員、

スポーツ指導員などの活動
消費生活、自然環境保護などの住民活動

外国人との交流などの国際交流活動

審議会などの政策決定にかかわる活動

その他

特にない

無回答

出典：八王子市「男女共同参画に関する市民意識・実態調査」（平成19年度）
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民間企業の係長相当

出典：「男女共同参画白書」（平成19年）
※各データは、従業員数100人以上の企業における値
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地域
編

［データ●D］役職別管理職に占める女性割合の推移［データ●E］市民活動への参加状況

毛
も う

利
り

栄
え い

三
ぞ う

さん
大和ハウス工業（株）南多摩支店勤務

水
み ず

﨑
さ き

知
ち

代
よ

さん
八王子市教育委員会委員

唐
か ら

木
き

幸
さ ち

子
こ

さん
オリンパス（株） 研究開発センター勤務

男女共同参画は、決して特別なことではありません。
家庭や職場で、地域で実践している市民や企業の

取り組みについて紹介します。

♥チャレンジ！男女共同参画できることから始めよ
う

地
域
も
男
女
で
支
え
あ
っ
て

地
域
の
居
場
所
あ
り
ま
す
か
？
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※いただいたご意見は、計画策定のうえで参考にさせていただきます。意見の概要・市の見解や計画への反映内容については、
後日、市ホームページなどで市民の皆さんに公表します。なお、ご意見に対する個別の回答は行いませんのでご了承ください。

市は、「男女が共に生きるまち八王子プラン」の計画期間が平成 20年度までで
あることから、平成 21年度以降の行動計画を策定します。

市民のみなさんの意見を反映するため、計画素案を公表し、ご意見を募集します。

☞計画の位置づけ
　この計画は、「男女共同参画社会基本法」第 14 条第
3 項の規定に基づき、男女共同参画社会の実現を推進す
るために、八王子市の行動計画として示すものです。
　また、この計画は、DV 防止法第 2 条の 3 第 3 項に
定められた、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保
護の為の施策の実施に関する基本的な計画」（市町村基
本計画）を兼ねるものです。
　さらに、八王子市基本計画「八王子ゆめおりプラン」
との整合性を保ち、その個別計画として策定するとと
もに、他の個別計画との整合性を図り策定しています。

☞重点的な取り組み
◇男女平等意識啓発のより一層の推進

　根強く残る固定的な性別役割分担意識をなくし、性
別や世代にかかわらずすべての市民が男女共同参画の
意義について理解を深めていけるよう、啓発活動をよ
り一層推進していきます。

◇配偶者等からの暴力防止の推進
　被害者のほとんどを占める女性への暴力を許さない
地域社会づくりをめざし、被害者の視点に立った相談や
緊急一時保護、自立への総合的な支援体制など、配偶
者等からの暴力防止対策をより一層推進していきます。

◇仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進
　男女ともに仕事と生活の調和を取ることが、男女共
同参画社会の実現につながります。自分らしい生き方を
選択でき、仕事と子育て、介護、地域活動などが両立
できる社会をめざして、支援を一層推進していきます。

平成 21 年度～平成 25 年度
「男女が共に生きるまち八王子プラン（第２次）」

素案に関するご意見を募集！

ご意見と住所・氏名（必須）を明記の上、2月13日
（必着）までに直接持参・郵送・ファックス・Eメー
ルのいずれかでお寄せください。

［送付先］八王子市市民活動推進部男女共同参画課 
〒192-0082 八王子市東町5-6 クリエイトホール8階
電話：042-648-2230　FAX：042-644-3910
Eメール：b050900@city.hachioji.tokyo.jp

❶学校等における男女平等に関する意識
づくりと環境整備

❷あらゆる場における男女平等に関する
学習の推進

❸人権を尊重する意識の醸成と擁護

❶配偶者等からの暴力を許さない
　意識づくり

❷相談と保護体制の充実

❸自立生活のための総合的な支援の整備

❹関連機関との連携と人材育成の推進

❶政策・方針決定過程への女性参画の
　推進

❷家庭・地域における男女共同参画の
　促進

❸国際化の中での男女共同参画の促進

❶生活の安定と自立の促進

❷介護・子育てのための支援体制の充実

❸生涯を通じた健康づくり

❶推進体制の整備

❷国・東京都への要望

男女が共に
いきいきと働ける
就労環境の形成

あらゆる分野への
男女共同参画の
促進

配偶者等からの
あらゆる暴力の
根絶

男女平等と
共同参画の
意識づくり

健康で安定した
生活基盤の
確立

❶就業機会の拡充

❷平等な雇用の制度普及

❸仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バラ
ンス）を実現する支援の充実

計画の推進

ご意見は
こちらまで

◆素案の閲覧場所◆

各事務所（14か所）、各市民センター（17か所）、
各図書館（５か所）、男女共同参画センター、市役
所５階市政資料室の計38か所に置くほか、市ホー
ムページでもご覧いただけます。
市HP☞http://www.city.hachioji.tokyo.jp/

 「
男
女
共
同
参
画
社
会
」を

わ
か
り
や
す
く
い
う
と

　

私
は
、
難
し
い
言
葉
が
あ
る
と
意
味

か
ら
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。「
男

女
共
同
参
画
社
会
」の
中
で
も
、
と
く
に

「
参
画
」は
わ
か
り
に
く
い
言
葉
で
す
。

「
参
加
」な
ら
わ
か
る
け
れ
ど
、
と
い
う

人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
は
、
な
ぜ
参
加
で
は
な
く
参
画
な
の

か
を
考
え
る
と
、
参
画
の「
参
」は
一
緒
、

「
画
」は
計
画
す
る
。
つ
ま
り
、
一
緒
に

計
画
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
な
の
だ
と

解
釈
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
男
性
が
社
会
の
仕
組

み
を
つ
く
り
、
女
性
が
そ
こ
に
後
か
ら

参
加
す
る
と
い
う
社
会
で
し
た
。
男
女

平
等
と
言
い
な
が
ら
も
、男
性
が
つ
く
っ

た
場
所
に
女
性
を
ど
こ
ま
で
受
け
入
れ

る
か
と
い
う
社
会
だ
っ
た
の
で
す
。
し

か
し
、
も
は
や
女
性
の
社
会
進
出
と
い

う
段
階
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら

は
一
緒
に
仕
組
み
か
ら
つ
く
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
根
本
的

な
発
想
の
転
換
が「
男
女
共
同
参
画
社

会
」と
い
う
言
葉
に
な
っ
た
と
私
は
解
釈

し
て
い
ま
す
。

　

男
女
で
一
緒
に
つ
く
る
社
会
が
目
指

す
の
は
、
性
別
で
差
別
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
一
人
の
人
間
と
し
て
様
々
な
こ
と

が
判
断
さ
れ
た
り
、
実
行
で
き
る
社
会

で
す
。「
白
人
か
黒
人
か
で
は
な
く
、
一

つ
の
ア
メ
リ
カ
な
の
だ
」と
演
説
し
た
ア

メ
リ
カ
の
次
期
大
統
領
オ
バ
マ
さ
ん
は
、

黒
人
だ
か
ら
で
は
な
く
、
大
統
領
に
ふ

さ
わ
し
い
か
ら
選
ば
れ
た
。
男
女
平
等

と
黒
人
差
別
は
違
い
ま
す
が
、
根
本
は

同
じ
で
す
。　

な
ぜ
、
男
女
一
緒
に
つ
く
る

社
会
が
い
い
の
か

　

理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、

女
性
も
社
会
に
参
加
す
る
機
会
を
得
る

ほ
う
が
よ
い
か
ら
で
す
。
人
間
の
幸
せ

と
は
、
一
人
ひ
と
り
が
個
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
、
自
己
実
現
で

き
る
。
つ
ま
り
、
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
る
、
社
会
の
役
に
立

つ
仕
事
を
し
て
い
る
と

実
感
で
き
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
れ
は
個

人
の
自
由
で
、
家
庭
に

入
り
子
育
て
を
す
る
こ

と
が
自
己
実
現
と
い
う

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
社
会
で
活
躍
し
た
い
、
社
会

の
仕
組
み
を
変
え
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
た
ち
に
、
そ
の
機
会
が
与
え
ら
れ
な

い
の
は
不
幸
な
こ
と
で
す
。
決
し
て
健

全
な
社
会
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
国
に
と
っ
て
も
有
益

だ
か
ら
で
す
。
世
の
中
の
半
分
を
支
え

る
女
性
が
参
画
し
な
い
の
は
も
っ
た
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
少
子
・
高
齢
社
会

を
迎
え
、
労
働
力
人
口
が
減
っ
て
い
く

な
か
で
、
女
性
が
も
っ
と
活
躍
す
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
国
の
活
力
を
維
持
し
発

展
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
優
秀

な
人
材
が
出
て
こ
ら
れ
な
い
仕
組
み
は
、

社
会
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
で
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

で
き
る
こ
と

　
「
男
女
共
同
参
画
基
本
法
」は
、
憲
法

に
謳
わ
れ
て
い
る
男
女
平
等
を
実
行
し

て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
基
本

法
を
も
と
に
、
実
現
に
む
け
て
い
ま
個

別
の
法
律
や
制
度
が
整
え
ら
れ
て
い
る

最
中
で
す
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
が
や
る
べ
き
こ
と

は
、「
お
や
、
お
か
し
い
な
」と
思
う
こ

と
を
行
政
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。
そ

し
て
、
制
度
を
つ
く
る
場
に
女
性
も
積

極
的
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
の
実
現
と
い
う
と
、

私
た
ち
市
民
に
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
る

と
感
じ
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
憲
法
や

基
本
法
で
男
女
平
等
を
命
じ
て
い
る
の

は
、
私
た
ち
市
民
に
だ
け
で
は
な
く
、

政
治
家
や
行
政
に
対
し
て
も
な
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
政
治
家
や
行
政
に
対
し「
実

現
す
る
た
め
の
努
力
を
し
な
さ
い
」と
言

う
権
利
が
あ
る
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
権
利
を
主
張
す
る
だ
け
で

は
い
け
ま
せ
ん
。
言
う
側
の
責
任
も
あ

り
ま
す
。
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
を
見
直

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
、

男
女
平
等
の
視
点
か
ら
社
会
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

男女が一緒につくる

社会がめざすのは、

一人ひとりが

個人として尊重され

自己実現できる社会。

池
いけ

上
がみ

  彰
あきら
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